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    This paper describes the relationship between toxicity and water pollution of rivers. 
    The freeze concentration and water  quality of the Urakami River in  Nagasaki were studied by 
carrying out toxicity tests. In this research, COD was used as a index for organic pollution. Due to 
the freeze concentration toxicity test, we were able to determine the toxicity to be 1800% when the 
solution was  100%. 
    Water samples were collected in May, August, December of 1977 and in  February of 1978 at 10 
stations along the Urakami River, and the results were as follows. 
    In autumn and winter, water pollution got worse in comparison with spring and summer. The 
difference in water temperatures and the volume of the water flow were determined to be the cause. 
    The change in the toxicity was similar to the water quality. 
The level of toxicity in autumn and winter was considered to be harmful to fish. 
    It was established that there is a close correlation between toxicity and COD, therefore, it is 
advantageous to restrict the amount of organic pollutants being dumped into rivers in order to 
safeguard the life, quality and productivity of the fish existing in the rivers.
近年,都 市河川の水質は産業活動の急速な拡大,人
口の集中および下水道の不足等 により,著 しく汚濁が
進行 した。水質汚濁のため,水 産業は もちろんのこと,
憩 いの場 としてなど,河 川の持つ さまざまな機能が損
なわれてきてお り,早 急な改善が望 まれてい る。 この
ため,現 在国 は公害対策基本法 により,汚 濁の防止お
よび水質の改善をはか っている。 しかしなが ら,河 川
に関す る環境基準 はpH,BOD,SS,DO,大 腸菌群数
が基準項 目 となってお り,生 物 に対する影響について
は触れ られていない。水産上,水 質汚濁が魚類 に どの
様 に影響 してい るのか は重要 な問題である。 この報告
では,魚 に対す る影響の基準 を致死作 用にお く毒性試
験法 によって河川の潜在的な毒性の評価 を試みた。
ここで用いた毒性試験法 は濃縮毒性試験法(1)である。
この方法 は魚類 へい死 事件 における毒 性解析法の一
部 として,す でに報告 されているが,こ れ を都市河川
に適用することによ り,潜 在的毒性の評価な らびにそ
の毒性 の解析が可能 にな る。
今回は長崎市内を流れ る浦上川 について,そ の毒性
を年4回 測定 したので報告する。
実 験 方 法
1.河 川 水 試料
長 崎 市 浦 上 川 の 採 水 地 点10か 所 をFig.1に 示 す 。
St.1～7は 浦 上 川,St.8,9は 浦 上 貯水 池,St.10は 一 支
流 にあ る。
採 水 は1977年5月10日,8月29日,12月12日,お よ
び1978年2月13日 の計4回,天 気 が 数 日安 定 した後 の










































































































































St。 Water pH DO COD NHべN MBAS C1 48hrTLm
No． temp．℃ ppm ％ ppm ppm ppm ppm ％
1 21．2 7．4 8．3 96 0．8 N．D N．D 14．1 ＞1800
2 19．2 7．2 8．9 99 1．0 N．D N．D 16．3 1300
3 21．8 7．4 8．5 99 1．2 0．36 N．D 18．3 700
4 19．9 7．4 8．7 99 1．3 0．16 N．D 19．4 1200
5 22．6 7．8 9．1 110 1．9 0．80 N．D 24．0 900
6 21．8 7．3 5．1 60 3．1 2．41 0．22 32．6 400
7 24．0 7．3 4．9 60 4．9 1．92 0．54 118 740
8 23．8 9．4 11．0 130 2．1 N．D 0．22 21．4 740
9 20．8 8．5 11．0 120 1．4 N．D N．D 16．3 ＞1800










pH DO COD NH4－N MBAS C1 48hrTLm
No． temp．℃ ppm ％ ppm ppm ppm ppm ％
1 23．2 7．1 9．4 110 0．4 N．D N．D 20．6 ＞1800
2 22．9 7．3 7．8 93 0．5 N．D N．D 23．5 ＞1800
3 25．9 7．3 8．6 110 1．6 0．53 0．48 24．5 ’1100
4 28．2 8．5 8．4 110 1．3 0．24 N．D 22．7 ＞1800
5 29．2 8．6 11．0 140 1．9 0．26 0．22 28．9』 1300
6 29．3 7．6 7．8 100 2．9 1．70 1．2 42．1 760
7 28．5 7．5 7．8 100 3．9 2．08 0．70 1500 一
8 27．9 9．0 12．0 150 1．3 N．D N．D 22．1 ≧1800
9 28．2 9．1 11．0 140 1．2 N．D N．D 25．0 ＞1800





































St． Water pH DO COD NH4－N MBAS Cl 48hrTLm
No． temp．℃ ppm ％ ppm ppm ppm ppm ％
1 12．2 7．3 11．0 100 0．4 N．D N．D 31．85 ＞1800
2 13．2 7．3 10．0 100 0．6 N．D N．D 21．07 1300
3 16．5 7．0 4．0 42 4．3 3．40 1．45 35．28 340
4 14．4 7．3 10．3 100 4．0 2．63 2．95 35．28 400
5 16．6 7．3 5．7 60 5．1 5．45 3．80 44．49 150
6 17．2 7．0 3．4 36 6．1 7．19 3．75 62．23 220
7 17．4 7．1 一 一 6．3 5．98 4．00 240．1 260
8 14．8 9．1 16．9 170 0．5 N．D 0．46 21．76 1400
9 12．0 8．9 13．9 130 2．5 N．D N．D 22．54 ＞1800
10 15．7 7．2 2．6 27 8．1 10．78 3．35 63．21 220
N．　D，　not　detected
Table　4．　The　quality　of　Urakami　River　in　February，　1978．
St． Water pH DO COD NHボN MBAS Cl 48hrTLm
No． temp．　OC ppm ％ ppm ppm ppm ppm ％
1 8．1 7．0 11．4 100 0．6 N．D N．D 22．08 ≧1800
2 7．7 7．2 11．5 100 0．5 N．D 噂 25．15 1300
3 10．0 7．2 8．3 76 10．2 8．35 4．90 54．24 240
4 8．3 7．2 10．8 95 1．6 0．90 0．30 25．44 600
5 9．4 7．1 7．4 66 5．4 3．57 4．25 30．72 250
6 12．0 7．1 6．6 63 6．9 5．90 5．05 57．60 230
7 12．1 7．4 1．8 24 5．8 4．68 0．50 9850 一
8 8．4 7．9 13．Z 120 1．6 N．D N．D 29．76 ≧1800
9 8．1 9．1 14．9 130 2．0 N．D N．D 26．69 ＞1800
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Fig．　4．　Relation　between　the　toxicity　and　COD　of　the　Urakami　River．
　　　　　　　o：May，　1977．　e：August，　1977．　A：December，　1977．　A：February，　1978．
20 北村・狩谷・佐藤：長崎市浦上川の毒性値
　季節的にみると，5月，8月に比べて，12月，2月
の毒性は全般的に高く，季節による差が顕著であった。
これは，春，夏は降水量が多く希釈作用が働くこと，
また，水温が高く藻類等による河川の自浄作用が強力
に働くためと考えられる。自浄力に差があることは，
春と夏の水量がほぼ同程度であるにもかかわらず，夏
は春に比べて，さらに毒性が低いことからも推測され
る。St．3からSt．4およびSt．6からSt．7にかけて，毒性
が低下していた。St．3からSt．4の低下は，前述の毒性
の低い浦上水源地からの放流水により希釈されたため
と考えられる。St．6からSt．7の低下は，　St．7の塩素量
が118pp皿（5月），240．1ppm（12月）と著しく高いため
に，狩谷・佐藤⑧が報告している様に塩分に対する拮
抗作用が発現したことによると考えられる。アンモニ
ア態窒素，MBAS，　CODの値に顕著な低下が認められ
ないことから，必ずしもSt．7で毒性が低下しているわ
けでないと考えられる。
　現在，河川における水質規制の指標はBODが中心
となっている。この研究ではBODのかわりに，短時間
に測定可能なCODを有機汚濁の指標とした。浦上川
のCODと毒性との関係をFig．4に示した。これから分
る様に，CODと毒性単位は正の相関関係を示し，有機
汚濁物質が毒性の原因として考えられる。したがって；
有機汚濁の規制は毒性の減少に通じるものであり，そ
れは本河川の生物にとって有益な処置と言える。し
かし，魚類にとっては，有機汚濁を一律に規制するの
ではなく，毒性原因のみを取り除くことがより合理的
であると思われる。このため，今後の課題としては，
上記の毒性の解析を行なうこと，および毒性物質の除
去法を研究する必要があると考えられる。
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